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七夕祭り  
短冊に願いを・・・  

夏まつり  
 暑さを吹っ飛ばせ   

コロナ禍である為、特養は令和３年７月４日(日)に、養護は８日(木)に分かれて、七夕

祭りを開催しました。養護では、ピンボールや景品付き輪投げ、舞台では仕切り板を設置

し、人数限定ではありましたが、カラオケを行い久しぶりに歌声を披露しました。 

喫茶コーナーでは、コーヒー、わらび餅、アイス、ブッセケーキなどを美味しくいただき

ました。七夕飾りの短冊には「コロナに負けるな！」「健康でいますように」など願いを

込められ、早く元通りの生活が送れることを願っておられました。 

 

 

 

 

特養では、皆さんに短冊に願い事を書いてもらい 

「家族が幸せでいられますように」「ウイスキーボンボン 

がたべたい」「元気ですごしたい」などを笹の葉に飾り付 

けをしたり、お楽しみ会として、箱に入ったお菓子を 

お玉ですくい、何が出るかを楽しみました。 

令和３年８月２６日(木)に誠和荘夏祭りを開催しました。 

感染予防対策の為、特養では、午前 10 時から午後 15 時 30 分まで、 

ヨーヨー釣り、ピンボールゲームを楽しみ、ゲームの景品をとても 

嬉しそうに選んでいました。また、手作りチョコバナナやかき氷など 

を召しあがり、皆さん夏を満喫している様子でした。 

養護では、午後 17 時 30 分からはじまり提灯を灯し、屋台では、 

焼きそばやフランクフルト、わらび餅などが並び、今年はキッチンカー「ポポ」に

よる焼きたてメロンパンもありました。密に気を付け食事を摂り、ゲームコーナー

では、景品付き輪投げや今年新たに射的もあり、ワイワイと久しぶりに賑やかな夏

の雰囲気を感じておりました。18 時 30 分からは、15 年ぶりに花火を行い、夏の夜

空に花火が咲く様子を皆さんで楽しむことができました。 

今年の令和３年９月２０日(月)は敬老の日です。誠和荘では９月２１日(火)に敬老祝賀

会が開催されました。養護は、数え８８歳４名、特養は、数え８８歳５名、数え１００歳

１名、満１００歳１名、１０１歳以上４名の方々をお祝いしました。理事長からの祝辞に

はじまり、花束とお祝い品贈呈、大坪学区区政協力委員長、ご家族様からのメッセージや

近隣のいぶき保育園児によるビデオメッセージが披露されました。暖かい日差しの中、ほ

んわかとした空気につつまれ、皆様幸せそうに微笑んでおられました。最後に長寿の代表

者として養護の立花洋子様からの謝辞をいただきました。これからも元気で長生きしてく

ださい。 

敬老祝賀会  
祝敬老おめでとうございます  

９月１４日(火)１３時３０分から 荘内のメンバーのみ 

で風船バレーを行いました。身体を動かすにも気持ちの良 

いシーズンになってきました。養護の皆さんで童心にかえり楽しみ 

ました。１５名の参加者と職員を含めて５チームに分かれて対戦し 

笑顔いっぱいの楽しい時間を過ごしました。 

バラエティーサロン 

養護 御祝い膳 
特養 御祝い膳 

各行事とも、新型コロナウイルス感染症予防対策により来賓者、地域の方々への招待は自粛し、イベ

ント参加者には『マスクの着用』『手指消毒』『お互いの距離を確保』十分注意し行いました。 

10 月  秋の運動会   

11 月  文化祭  

12 月  クリスマス会  

 

新型コロナウイルス感染症の影響で、 

昨年同様に家族や地域の皆様にお声かける

事なく、利用者様のみで予定しています。 



 

 

 

 

 

                                                      

令和３年度も 10 月 1日(金)から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がはじまります。 

共同募金運動期間は「令和 3年 10 月 1 日(金)から令和 4年 3 月 31日(木)」 

共同募金は、戦後間もない昭和 22（1947）年に、市民が主体の民間運動として始まりまし

た。当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法

律（現在の「社会福祉法」）に基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。 

社会の変化のなか、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよ

う、「じぶんの町を良くするしくみ。」として、お寄せいただいたご寄付は、子どもたち、

高齢者、障がい者などを支援するさまざまな福祉活動や、災害時支援に役立てられます。

赤い羽根共同募金へのご協力をよろしくお願いします 

あなたと私は、赤い羽根でつながっている。 

「あの人」を支えたい。困ったときはお互いさまだから。その小さな思いが、 

街角から、ネットから、地域の住民から集まってくる。意志あるお金は 

「あの人」を支えるための力となる。募金をする人、活動をする人、支えられ 

る人。みんな、赤い羽根でつながっているのですね。 

意志あるお金、募金のチカラ。赤い羽根共同募金 

編集・発行 社会福祉法人 八起社 
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7 月 17 日(土）、19 日(月）、20 日(火)の 3 日間 

デイサービスでは恒例の「スイカ割り」を行いました。 

今年も大ぶりのスイカを準備し、まずはスイカを模した風船割り 

ゲームを行い「当たり」がでた方には本物のスイカ割りに挑戦し 

ていただきました。大きなスイカはなかなか割ることができず、 

スイカを食べる前に良い運動になったようで皆様 

お代わりしてスイカを召し上がってみえました。 

8 月 28 日(土)、30 日(月)は「かき氷」を行いました。 

色とりどりのシロップにあずきを添えた冷たい氷は 

『冷たぁ～い』『甘～い』と皆様に好評で良い暑気払いと 

なりました。引き続き感染予防への対策を講じて、レク 

リエーションを企画していきたいと 

思います。 

9 月は敬老の日を祝い 9 月 20 日(月）、21 日(火)紅白饅頭を 

おやつとして提供しました。日頃よりご利用いただいている皆さま 

方のご長寿と健康を一緒にお祝いすることができたことをうれしく 

思い、感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

来年も皆様と一緒にお祝いできることをスタッフ 

一同願っております。 

１０月２６日（火） １２月２１日（火） 

午後１時３０分～３時 

１１月２５日（木）風船バレー 午後１時３０分～３時 

１２月 ９日（木）お菓子づくり午後１時３０分～３時 

１０月２１日（木）１１月４日（木）１２月１６日（木） 

午後１時３０分～３時 

※新型コロナウイルス感染症の流行により中止・変更があります。開催日の前日までに事前の確認をお願いします。 

健康体操（地域定員 10人程度）  

バラエテイ（地域定員５人程度） 

民  踊 （地域定員５人程度） 

３密を避け、ソーシャルディスタンスをとり、開催します。 

マスクを着用しながらですが、楽しみましょう (^^♪ 

 

新型コロナウイルス感染症も、インフルエンザも、ノロウイルスも感染症 

です。感染症はまずは自分が病気にならないよう、そして人にうつさないよ 

うに、自分を大切にし、人を思いやることによってその数を減らし、重症に 

なる方、亡くなる方を減らすことができます。病気になった時の治療は医療機関で行います

が、病気にならないための予防は、一人ひとりが生活の中でやらないとできません。 

■ 手洗いと手指衛生の徹底 

インフルエンザやノロウイルス、新型コロナウイルス感染症のいずれにおいても、病原体が

体内に侵入する感染経路を防ぐため、手洗い・手指衛生の徹底が大切です。 

■ 正しい方法でマスクを着用 

マスクの裏表や上下を確認し、鼻・口・顎がしっかり覆われるように着用しましょう。 

会話時はマスクを着用 


